
　　　　　　　　　　　　　　　★　新型コロナ第七波による蔓延が懸念された為中止

　令和4年7月20日（水曜日）　第82回歴史探訪の会「信仰の島　竹生島を巡る」が予定されていました。

16名の参加申し込みがありましたが、新型コロナ第七波による蔓延が懸念された為、止む無く中止となりました。

楽しみにされていたと思います。　

もし中止にならなければ、こんな景色、雰囲気が味わえたろうと「今回の歴史探訪の一端」をご紹介致します。

新型コロナが収束し、機会があれば　是非「信仰の島　竹生島」を探索し、その歴史を学びましょう。

ご参考にご覧ください。

　実施日（予定）　　令和４年７月２０日（水曜日）

　場所（予定）　　　近江今津～竹生島～長浜～長浜街歩き

　案内（予定）　　　　上西　洋治　

第82回歴史探訪の会「信仰の島　竹生島を巡る」

信仰の島「竹生島」を巡る

◎「竹生島」の歴史

・ 竹生島は神だけ住んでる無人島

竹生島には、数件の店舗があるのみ 又、関

係者も島外から通っている為 無人島。

神社の関係者数名が、当番で宿泊しているだ

けです。

琵琶湖で二番めの大きさの島。

・ 「神の島」と呼ばれる由来

神と呼ばれる由来は、奈良時代にまでさかの

ぼります。

古来、信仰の対象となった島で「神の棲む島」

とも言われ、奈良時代に行基上人が四天王像

を安置したのが、竹生島信仰」の始まりと伝っ

ています。

・ 信長も秀吉も訪れた竹生島

長浜城築城の際、秀吉が古来信仰の対象で

あった竹生島に材木提供の要請がなされた

と伝えられています。

かって領主であった浅井長政、織田信長、豊

臣秀吉が参拝したとされる宝厳寺（ほうごん

じ）や都久夫須麻神社（つくぶすまじんじゃ）

重要文化財の観音堂等歴史価値のある建築

物が残っています。

本堂・弁財天（御前立像）

西国札所三十番目の宝厳寺

本尊の大弁才天は、江ノ島･宮島と並ぶ「日本

三弁才天」の一つです。

弁財天は、七福神の一人として民衆の信仰を集

め、人の厄を払い「富貴･名誉･福寿」「愛嬌縁結

びの徳」「子孫」を恵む神と言われています。

本堂では、「弁天様の幸せ願いダルマ」に願い

事を書いた紙を収め、奉納する願掛けがありお

ススメです。



三重塔

三重の塔は、お釈迦様の遺灰を収めた仏舎利

塔を形どったもの。四本柱に32体の天部の神々

を描き、又、四方の壁には真言宗の八人の高祖

を配しています。

五重石塔

五層の仏塔。地・水・火・風・空の五大を形どった

ものと言われています。

高さ247cm。初重塔身には四仏が彫られていま

す。

三重塔・五重石塔

唐門 （国宝）

「唐門」とは、唐破風をもつ門を言います。

この「唐門」は、秀吉を祀った京都東山の豊国廟にあっ

た「極楽門」を秀吉の命により移築されたものです。

檜皮葦、建物全体を総黒漆塗りとした上に金鍍金の飾

り金具が散りばめられて、虹梁中央の蟇股の周囲には

鳳凰や松・兎・牡丹の彫刻を、二枚の大きな桟唐戸や壁

には牡丹唐草の彫刻を極彩色塗りとして飾っています。

豪華絢爛と言われた桃山様式の『唐門』の代表的遺構。

醍醐寺座主三宝院義演による日記『義演准后日記』に、

大坂城の極楽橋が豊国神社に移築された旨の記述が

あり、また、豊国廟社僧の梵舜が『舜旧記』 にて、豊国

極楽門を竹生島に寄進したとの記述が残っています。

観音堂・千手千眼観世音菩薩

観音堂（重要文化財）

千手千眼観世音菩薩を納めた観音堂。西国三十三所

の札所。 参拝の仏間は２階にあたり、天井裏にも昔の

絵天井の名残があります。

千手千眼観世音菩薩

「千手千眼」の名は、千本の手のそれぞれの掌に一眼

を持つとされる事に由来し、千本の手は、いかなる衆

生も漏らさず見つけ、救済しようとする、観音の慈悲と

力の広大さを表わしています。

竹生島宝厳寺に安置される千手千眼観世音菩薩像は、

西国三十三所の第三十番札所、観音堂の御本尊であり、

当山御本尊の弁天様と同じく、60年に一度だけ御開扉

される秘仏です。（次回の御開扉は2037年）

舟廊下（重要文化財）

舟廊下（重要文化財）

千手千眼観世音菩薩を納めた観音堂から都久夫須麻神

社に続く渡廊・舟廊下。 舟廊下は朝鮮出兵のおりに秀吉

公のご座船として作られた日本丸の船櫓（ふなやぐら）を

利用して作られたところから、その名がついています。

これも唐門、お御堂と同時期に桃山様式で作られたもの

です。



もちの木 雨宝堂 瑞祥水

祭神は湖水を支配する浅井姫命。

現在の本殿は、総桧皮葺、入母屋造り。正面には向殿が

設けられています。

創建以来、度重なる火災で焼失したが、戦国時代に再

建され。その後、豊臣秀頼が伏見城の日暮御殿を移築

し、改修を施しました。

そのため、前後の軒に唐破風、周囲に庇（ひさし）をめ

ぐらした複雑な建築になっており、内部には狩野光信

筆の襖絵や絵天井があり、特に60の格間を持つ格天

井は、金地の濃淡に四季の花弁を繊細なタッチで描い

た秀作です。

また、柱、床、長押には、黒漆地に花鳥文様の蒔絵が施

され、豪華絢爛な桃山文化を現在に残しています。

6月10日から15日には、古式ゆかしい祭礼「竹生島祭」

がとりおこなわれ、この時期、島はもっとも活気に満ち

溢れた時期です。

都久夫須麻神社（つくぶすまじんじゃ） 本殿（国宝）

龍神拝所（かわらけ投げ）
都久夫須麻神社の御祭神は「市杵島比売命（いちきし

まひめのみこと）」・「宇賀福神（うがふくじん）」・「浅井

比売命（あざいひめのみこと）」・「龍神（りゅうじん）」

の四神。

その中で、「龍神様」が鎮座している竜神拝所は、本殿

の向かいにあり、びわ湖に面し島の斜面に突き出すよ

うに建てられ、竹生島の中で一番の絶景とされていま

す。

また、この龍神拝所は、「八大竜王拝所」です。

八大竜王は、仏教を守護する８体の龍神様のことで、

雨や水を司る神様（水神様）と言わているものです。

竜神拝所のかわらけ投げ

かわらけに願い事をかき、湖面に突き出た宮崎鳥居へと投げ、鳥居をくぐれば、願い事が成就するというものです。

では、そのやり方は･･････････。

①まず、都久夫須麻神社の本殿を参拝。

②参拝後、2枚セットになったかわらけを購入。かわらけには、「厄除」の文字が彫られています。

③かわらけ1枚目に自分の名前を記入。2枚目に願い事を記入する。

④びわ湖に突き出たところに建っている鳥居に向かってかわらけを投げる。

⑤投げたかわらけが鳥居をくぐれば、願い事が成就する。

「かわらけ投げ」で願い事成就！

かわらけ投げとは、厄除けなどの願いをかけて、高い場所から円

盤状の土器の皿を投げるという古くから伝わる願掛けの一種。

戦国時代、武将が必勝を祈願して土器の酒杯を地面に投げつけ

て出陣したことが起源とされており、江戸時代にはかわらけ投

げが庶民の娯楽となり、祭礼や祝事の際に行われるようになっ

たとの事です。

発祥地は京都市の神護寺と言われています。



（ご参考） 長浜街歩きポイント


